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総合区民センターの駐車場が有料になります

総合区民センターの駐車場は、施設の有効活用と安定した歳入の確保等を目的に、平成31年2月(予定)から有料化します。現在、公募により民間の運営

事業者を選定しています▢問区民課区民係☎3647-8406、℻3647-9206

今
月

日
に
豊
洲
市
場
が
開
場
い

11

た
し
ま
す
︒
豊
洲
市
場
へ
の
移
転
に

つ
い
て
は
︑
地
元
区
と
し
て
︑
区
議

会
と
も
一
体
と
な
り
東
京
都
と
長
い

年
月
を
か
け
て
協
議
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
が
︑
都
民
の
皆
様
の
食
生

活
を
支
え
る
中
央
卸
売
市
場
の
重
要

性
を
鑑
み
︑
豊
洲
市
場
受
け
入
れ
を

了
承
い
た
し
ま
し
た
︒

施
設
下
に
土
壌
汚
染
対
策
の
盛
り

土
が
無
か
っ
た
地
下
空
間
の
問
題
︑

開
場
日
の
急
き
ょ
の
延
期
︑
千
客
万

来
施
設
の
事
業
者
決
定
ま
で
の
迷
走
︑

そ
し
て
豊
洲
の
風
評
被
害
な
ど
︑
幾

多
の
曲
折
を
経
て
開
場
を
迎
え
ま
し

た
︒
し
か
し
︑
過
去
の
こ
と
は
水
に

流
し
︑
地
域
の
発
展
の
た
め
に
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
前
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

千
客
万
来
施
設
の
開
業
が
延
期
に

な
っ
た
こ
と
は
無
念
で
は
あ
り
ま
す
︒

け
れ
ど
も
︑
築
地
市
場
内
の
飲
食
店

と
鰹
節
や
瀬
戸
物
と
い
っ
た
物
販
店

を
合
わ
せ
て
�
�
�
店
舗
以
上
が
豊

洲
市
場
へ
順
次
移
転
す
る
予
定
で
す

の
で
︑
多
く
の
方
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
︑
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
�

年
後
に
は
︑
東
京
�
�
�
�
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
︒
豊
洲
は
︑
競
技
場

と
選
手
村
と
の
間
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
か
ら
︑
国
内
外
か
ら
多
く
の

方
々
が
来
訪
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
︑

世
界
に
誇
れ
る
ま
ち
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
︒

中
央
卸
売
市
場
を
受
け
入
れ
る
本

区
と
し
て
は
︑
今
後
︑
東
京
都
や
市

場
内
外
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
︑
豊

洲
に
お
い
て
︑
そ
の
伝
統
を
継
承
し

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
︒
豊
洲
に
お
い
て
︑
築
地
市
場
の

伝
統
を
継
承
す
る
豊
洲
市
場
の
新
た

な
歴
史
と
文
化
が
︑
地
元
の
方
々
に

親
し
ま
れ
な
が
ら
育
ま
れ
て
い
く
こ

と
と
︑
本
区
の
み
な
ら
ず
東
京
都
全

体
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
︒

地
元
に
親
し
ま
れ
る
中
央
卸
売
市
場
へ

平
成

年
の
成
人
式
を
午
前
・
午

31

後
の
�
部
制
で
行
い
ま
す
︵
共
に
同

一
内
容
︶
︒
午
前
の
部
は
城
東
地
区

︵
郵
便
番
号
上
�
け
た
が
�
�
�
︶

の
方
︑
午
後
の
部
は
深
川
地
区
︵
郵

便
番
号
上
�
け
た
が
�
�
�
︶
の
方

が
対
象
で
す
︒
該
当
の
部
に
出
席
で

き
な
い
場
合
は
︑
も
う
片
方
の
部
に

出
席
で
き
ま
す
︒
対
象
の
方
へ

月
12

上
旬
に
招
待
状
を
送
り
ま
す
︒

▢時
平
成

年
�
月

日
︵
月
・
祝
︶

31

14

﹇
午
前
の
部
：
城
東
地
区
﹈午
前
	
時

半
開
場
︵
午
前

時
式
典
開
始
︶

10

﹇
午
後
の
部
：
深
川
地
区
﹈午
前

時
11

分
開
場
︵
午
後
�
時

分
式
典
開

45

15

始
︶
▢場
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
︵
住

吉
�
︱

︱

︶
▢人
平
成

年
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36
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月
�
日
～
平
成

年


月
�
日
生
ま

11

れ
で
︑
平
成

年

月
末
日
現
在
で

30

11

江
東
区
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
・
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
本
区
に
避
難
さ

れ
て
︑
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
※
以
前
︑
江

東
区
在
住
で
現
在
転
出
さ
れ
て
い
る

方
も
︑
式
典
に
参
加
で
き
ま
す
︒

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

﹇
決
意
表
明
を
す
る
新
成
人
を
募
集
﹈

式
典
の
中
で
︑
新
成
人
の
決
意
表

明
と
し
て
︑
将
来
の
夢
や
希
望
︑
そ

の
実
現
の
た
め
に
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
を
︑
�
分
程
度
で
お

話
し
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す

▢人
午
前
の
部
・
午
後
の
部
で
各
�

人

▢締

月

日
︵
水
︶
必
着

10

31

▢申
決
意
表
明
の
要
旨
︵
�
�
�
～

�
�
�
字
程
度
︶
・
氏
名
・
住
所
・

連
絡
先
・
希
望
の
部
を
記
入
し
︑
〒

︱

区
役
所
青
少
年
課
青
少
年
係
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8383

へ
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

で
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月

日
︵
月
︶
か
ら
﹁
駅
前
放

10

22

置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
﹂
と
し
て
︑
自
転
車
の
放
置
防
止

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
︒
公
共
の
場

所
の
自
転
車
放
置
は
︑
歩
行
者
等
の

障
害
に
な
り
危
険
で
す
︒
快
適
・
安

心
な
歩
道
空
間
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
︒

▢時

▢場
下
表
の
と
お
り

▢問
交
通
対
策
課
自
転
車
対
策
係
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ま
た
︑
放
置
自
転
車
の
撤
去
依
頼

や
︑
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
の
照
会
な

ど
︑
放
置
自
転
車
対
策
に
関
す
る
ご

要
望
を
自
転
車
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
︒

﹇
開
設
時
間
﹈午
前
	
時
～
午
後
�
時

︵
年
末
年
始
を
除
く
︶

▢問
自
転
車
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
(
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�
�
	
)
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簡
単
な
英
会
話
や
︑
外
国
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
講
座
で
す
︒

▢時

月
�
日
～

日
の
木
曜
︵
全

11

22



回
︶
午
後
�
時
～
�
時
半

▢場
豊
洲
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
豊
洲
�

︱

�
︱

︶
18

▢人
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

人
20

︵
抽
選
の
結
果
は
郵
送
で
通
知
︶

○
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

○
中
学
生
を
除
く

歳
以
上

15

○
す
べ
て
の
回
に
参
加
が
可
能

○
本
講
座
の
趣
旨
を
理
解
し
︑
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
に
協
調
性
を
も

っ
て
積
極
的
に
参
加
で
き
る

▢費
無
料

▢内
困
っ
て
い
る
外
国
人

に
手
助
け
を
申
し
出
る
︑
観
光
地
な

ど
へ
の
行
き
方
や
所
要
時
間
を
伝
え

る
︑
道
に
迷
っ
て
い
る
外
国
人
に
道

案
内
を
す
る
︑
観
光
地
や
お
す
す
め

の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
案
内
す
る
な
ど
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
知
識

の
習
得
︵
中
学
�
年
生
で
習
う
レ
ベ

ル
の
英
会
話
︶

▢締

月

日
︵
月
︶

10

15

▢申
豊
洲
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま

た
は
窓
口
で☎
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保
護
者
の
病
気
︑
出
張
︑
出
産
︑

育
児
疲
れ
等
で
こ
ど
も
の
養
育
が
一

時
的
に
で
き
な
い
場
合
に
︑
宿
泊
を

伴
っ
て
こ
ど
も
を
お
預
か
り
す
る
協

力
家
庭
員
を
下
表
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
︒

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
子
育
て

世
帯
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
︒
詳
細
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▢締

月

日
︵
月
︶

10

15

▢申
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支

援
係
︵
区
役
所
�
階

番
︶
に
電
話

15

ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
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北
砂
三
・
四
・
五
丁
目
地
区
で
不

動
産
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
を
対
象
に
︑
ご
希
望
の
日
時
に
合

わ
せ
て
専
門
家
︵
弁
護
士
︑
税
理
士
︑

土
地
家
屋
調
査
士
︑
建
築
士
等
︶
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
︒

古
く
な
っ
た
建
物
の
建
替
え
︑
取

り
壊
し
︑
相
続
︑
税
︑
空
き
家
な
ど

建
物
等
に
関
す
る
お
悩
み
に
︑
個
別

の
状
況
に
合
わ
せ
て
専
門
家
が
対
応

し
ま
す
︒
不
燃
化
特
区
制
度
終
了
ま

で
あ
と
�
年
半
で
す
︒
こ
の
機
会
に

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▢時
毎
週
水
︑
日
曜
・
祝
日
を
除
く

午
前

時
～
午
後
�
時
※
土
曜
の
み

11

午
前

時
～
午
後
�
時
︵
予
約
制
︶

10

▢場
不
燃
化
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

︵
北
砂


︱

︱

�

�
階
︶
▢人
不

24

燃
化
特
区
内
で
不
動
産
に
関
す
る
悩

み
を
抱
え
て
い
る
方

▢費
無
料

▢申
希
望
日
の

日
前
ま
で
に
電
話

20

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
︑
氏
名
︑

電
話
番
号
︑
希
望
日
と
時
間
を
記
入

し
︑
不
燃
化
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
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▢問
地
域
整
備
課
不
燃
化
推
進
係
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﹁
違
反
建
築
防
止
週
間
﹂
は
︑
違

反
建
築
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
で
︑

建
築
物
の
安
全
性
や
良
好
な
居
住
環

境
な
ど
の
確
保
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
︒

月

日
︵
月
︶

10

15

～

日
︵
日
︶
の
期
間
中
は
全
国
で

21
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
︑
次
の
重
点
目
標
に
よ
り
︑
違
反

建
築
の
防
止
と
是
正
指
導
を
行
い
ま

す
︒

﹇
今
年
度
の
重
点
目
標
﹈①
完
了
検
査

の
実
施
②
中
間
検
査
の
実
施
③
木
造

�
階
建
て
住
宅
の
工
事
監
理

▢問
建
築
課
監
察
係
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1世帯あたり原則1人(ただし兄弟姉妹を同時に預かる場合などは最大4人まで)

1歳〜中学3年生

協力家庭員の自宅

定員

子育て支援課こども家庭支援係へお問い合わせください委託料

協力家庭員
になるため
の要件

1回の利用で最長6泊7日利用日数

対象児童

食事の提供、身の回りの世話、保育所・学校への送迎等内容

実施場所

次の①〜④のすべてを満たすことが登録要件となります。また、区が主催す
る研修を受講していただきます。
①申込者は25歳以上で心身ともに健全であること。
②主たる養育者を補助できる成人の親族もしくは親族以外の同居者がいること
※補助者がいない場合であっても、こどもを適切に養育できると認められる場
合はこの限りではない。
③国土交通省の住生活基本計画の最低居住面積水準を満たし、家族構成に応じ
た適切な広さが確保されていること。
④看護師、保育士、教員、社会福祉士のいずれかの資格を有する者。または東
京都が行っている養育家庭・フレンドホームに登録している者。もしくはその
他児童の養育に係る資格として区長が認めるものを有していること。

東陽町駅

場所

いずれも9：15〜11：00

10／23

(火)

10／25

(木)

10／22

(月)

豊洲駅
10／24

(水)

日時

森下駅

亀戸駅




